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社
会
を
ど
う
生
き
残
る
か
、

き
ち
ん
と
考
え
る
時
期
に
来

て
い
る
」と
述
べ
、活
発
な
懇

談
に
期
待
し
た
。

　

懇
談
会
に
先
立
ち
、県
建

産
連
で
は「
適
正
な
建
設
生

産
シ
ス
テ
ム
構
築
」「
担
い
手

確
保
」に
関
す
る
調
査
を
実

施
。建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
で

は
①
適
正
な
工
程（
工
期
）の

確
保
②
適
正
な
請
負
金
額

（
単
価
）③
適
正
な
法
定
福
利

費
の
支
弁
④
前
渡
金
支
払
い

関
係
⑤
注
文
書
・
請
負
関
係

⑥
技
術
力
ア
ッ
プ
⑦
請
負
金

額
の
早
期
決
定
⑧
建
設
業
法

の
順
守
―
の
現
状
と
課
題
。

担
い
手
確
保
に
つ
い
て
は
企

業
、業
界
団
体
、発
注
者
が
そ

れ
ぞ
れ
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
を
各
団
体
に
聞
い
て
お

り
、懇
談
会
で
は
そ
れ
ら
を

基
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

当
協
会
は「
適
正
な
工
期
・

単
価
」に
つ
い
て
は
、以
前
と

比
べ
改
善
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、建
物
工
事
で
の
他
業
種

の
遅
れ
に
よ
る
影
響
を
課
題

に
挙
げ
た
。法
定
福
利
費
に

つ
い
て
は
元
請
企
業
間
で
の

温
度
差
を
指
摘
。工
事
の
変

更
が
あ
る
場
合
の
対
応
で

は
、注
文
書
発
行
の
適
正
化

に
も
関
係
す
る
と
し
て
、請

負
金
額（
変
更
）の
早
期
決
定

を
求
め
た
。建
設
業
法
な
ど

関
係
法
令
の
周
知
徹
底
の
必

要
性
も
訴
え
た
。

　

担
い
手
確
保
に
向
け
て

は
、協
会
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
継
続
的
に
実
施

し
、県
内
就
労
希
望
者
を
確

保
す
る
考
え
を
示
し
た
。各

企
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
促
し
た
ほ
か
、発
注
者
に

は
時
期
や
地
域
性
を
考
慮
し

た
発
注
の
平
準
化
を
求
め

た
。

　

こ
の
ほ
か
の
団
体
か
ら

は
、発
注
・
工
期
の
平
準
化
や

適
正
単
価
の
設
定
、法
定
福

利
費
の
ル
ー
ル
の
統
一
化
等

を
求
め
る
意
見
が
出
た
。週

休
２
日
制
や
４
週
６
休
制
に

つ
い
て
現
場
に
よ
っ
て
休
日

が
異
な
る
現
状
に
対
す
る
戸

惑
い
の
声
も
あ
っ
た
。建
設

生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
や
担
い

手
確
保
の
実
現
に
向
け
て
、

各
団
体
が
よ
り
一
層
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
性
を
訴
え

る
意
見
も
出
さ
れ
た
。
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当
協
会
は
２
月
23
日
、郡

山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
で
東
北
地
方
整
備
局

の
出
前
講
座
を
活
用
し
た
研

修
会 

＝
写
真
＝  

を
開
い
た
。

同
局
の
西
川
文
隆
情
報
通
信

技
術
課
長
補
佐
が
講
師
を
務

め
、入
札
契
約
制
度
や
工
事

契
約
変
更
の
進
め
方
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

会
員
企
業
社
員
の
資
質
向

上
な
ど
を
目
的
に
、同
協
会

総
務
委
員
会
所
管
事
業
と
し

て
開
い
た
も
の
で
、主
任
技

術
者
や
積
算
担
当
者
ら
合
わ

せ
て
26
人
が
聴
講
し
た
。初

め
に
永
井
博
副
会
長
が「
講

座
を
通
じ
て
、技
術
力
や
提

案
力
を
向
上
さ
せ
て
各
社
の

営
業
力
強
化
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

西
川
補
佐
は
、電
気
通
信

設
備
に
関
す
る
入
札
説
明
書

の
基
本
事
項
か
ら
総
合
評
価

方
式
な
ど
入
札
契
約
手
続

き
、改
正
積
算
基
準
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
当
協
会
の
ほ

か
、県
建
設
業
協
会
、県
測
量

設
計
業
協
会
、県
空
調
衛
生

工
業
事
業
協
会
、県
造
園
建

設
業
協
会
、県
建
材
・
専
門
工

事
業
協
同
組
合
、県
鉄
筋
業

協
同
組
合
、県
型
枠
工
事
業

協
会
の
代
表
ら
が
出
席
。県

建
産
連
の
小
野
利
廣
会
長
が

「
働
き
手
の
争
奪
戦
が
既
に

始
ま
っ
て
い
る
。人
口
減
少

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会（
県
建
産
連
）の
適
正
な
建

設
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
並
び
に
担
い
手
確
保
に
向
け
て

の
懇
談
会 

＝
写
真
＝  

が
２
月
15
日
、福
島
市
の
県
建
設

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、構
成
団
体
が
元
・
下
請
関
係
の
適

正
化
や
担
い
手
確
保
、働
き
方
改
革
の
現
状
、課
題
を
協

議
。い
ず
れ
の
施
策
も
国
等
が
推
進
す
る
姿
勢
を
示
し

て
お
り
、各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
集
約
し
、行
政
等

に
働
き
か
け
、課
題
の
改
善
を
目
指
す
方
向
で
一
致
し

た
。当
協
会
か
ら
は
佐
藤
卓
立
理
事
、大
内
厚
専
務
理
事

が
出
席
し
た
。

　

当
協
会
は
５
月
25
～
27

日
、郡
山
市
の
県
南
電
気
工

事
協
同
組
合
で
１
級
電
気
工

事
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

の
受
験
準
備
講
習
会（
学
科

コ
ー
ス
）を
開
催
す
る
。会
員

外
の
受
講
も
可
能
で
、
５
月

11
日
ま
で
申
し
込
み
を
受
け

付
け
る
。

　

会
員
企
業
の
資
格
取
得
者

の
増
加
を
図
る
た
め
、
１
級

電
気
工
事
施
工
管
理
技
術
者

試
験
対
策
と
し
て
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
。一
般
社
団
法

人
に
移
行
後
は
、専
門
知
識

と
経
験
を
必
要
と
す
る
電
気

工
事
業
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

育
て
る
社
会
的
役
割
を
果
た

す
観
点
か
ら
一
般
の
参
加
も

受
け
付
け
て
い
る
。

　

講
習
は
３
日
間（
各
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）の
集

中
講
座
方
式
で
、試
験
の
傾

向
と
対
策
な
ど
を
学
習
。各

受
験
生
の
弱
点
克
服
と
実
践

力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
６
月
10

日
の
本
試
験
に
備
え
る
。講

師
は
ユ
ア
テ
ッ
ク
Ｏ
Ｂ
で
多

く
の
受
験
対
策
指
導
実
績
が

あ
る
鷲
眼
智
春
イ
ー
ハ
ー
ド

プ
ラ
ン
代
表
。

　

受
講
料（
消
費
税
込
）は
会

員
１
万
４
０
０
０
円
、一
般

１
万
９
０
０
０
円
。使
用
テ

キ
ス
ト「
１
級
電
気
工
事
施

工
管
理
技
術
検
定
試
験　

模

範
解
答
集（
平
成
30
年
版
）」

（
日
本
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

発
刊
）の
購
入
希
望
者
は
受

講
申
込
時
に
注
文
で
き
る
。

テ
キ
ス
ト
代
は
３
７
２
４
円

（
送
料
・
事
務
手
数
料
等
含

む
）。

　

所
定
の
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、当
協
会

事
務
局
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４

（
５
３
３
）６
２
３
５
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
☎
０

２
４（
５
３
３
）
６
２
２
６

（
担
当
＝
大
内
・
佐
々
木
氏
）

ま
で
。

　

集
中
講
座
方
式
に
切
り
替

え
た
26
年
度
以
降
の
講
習
会

受
講
者
の
合
格
率
は 〈
下
段

表
〉  の
通
り
。

　

29
年
度
の
学
科
コ
ー
ス
受

講
者
の
学
科
試
験
合
格
率
は

62
・
１
％
で
、
全
国
平
均
を

14
・
１
㌽
上
回
っ
た
。前
年
度

と
の
比
較
で
も
20
・
４
㌽
増

と
大
き
く
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。一
方
で
実
地
試
験
の
合

格
率
は
60
％
と
全
国
平
均
を

わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い
る
。

26
年
度
以
降
、実
施
試
験
の

合
格
率
は
全
国
平
均
よ
り
低

く
、実
地
試
験
対
策
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

元下適正化 
担い手確保

課
題
改
善
へ
情
報
共
有

当
協
会
な
ど　

建
産
連
が
意
見
交
換

変
更
契
約
の
手
順

な　
　

ど

学
ぶ

東
北
地
整　

出
前
講
座
活
用
し
研
修
会

「1級電気工事施工管理技術検定試験」 
受験準備講習会受講者の合格状況

年度 科目 受講者 合計 合格者 合格率
全国 

合格率

29

学科

協会員 22 13 59.1%

48.0%一　般 7 5 71.4%

計 29 18 62.1%

実地

協会員 20 12 60.0%

62.5%一　般 5 3 60.0%

計 25 15 60.0%

28

学科

協会員 24 10 41.7%

46.0%一　般 0

計 24 10 41.7%

実地

協会員 15 7 46.7%

69.1%一　般 4 4 100.0%

計 19 11 57.9%

27

学科

協会員 20 13 65.0%

45.1%一　般 2 1 50.0%

計 22 14 63.6%

実地

協会員 21 12 57.1%

63.4%一　般 3 2 66.7%

計 24 14 58.3%

26

学科

協会員 17 10 58.8%

35.6%一　般 8 2 25.0%

計 25 12 48.0%

実地

協会員 13 2 15.4%

63.1%一　般 3 1 33.3%

計 16 3 18.8%

合
格
率
62
・
１
％

29
年
度
受
講
者

来
月
11
日
ま
で
受
講
受
付

25
日
～
27
日　

学
科
コ
ー
ス
準
備
講
習
会

１級電気工事 
施工管理技士
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県
総
合
設
備
協
会（
大
槻

博
太
会
長
）は
２
月
２
日
、福

島
市
の
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で
新

年
賀
詞
交
歓
会
を
開
き
、当

協
会
と
県
空
調
衛
生
工
事
業

協
会
、県
設
備
設
計
事
務
所

協
会
の
会
員
・
賛
助
会
員
と

来
賓
１
９
０
人
が
、復
興
創

生
の
早
期
実
現
と
設
備
業
界

の
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

　

大
槻
会
長
は「
設
備
は
一

つ
の
合
言
葉
の
下
に
３
団
体

が
結
集
し
、今
年
で
12
年
目

を
迎
え
る
。相
互
理
解
に
よ

る
総
合
的
な
設
備
業
の
発
展

と
、情
報
共
有
に
よ
る
業
務

体
制
の
改
善
・
効
率
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、引

き
続
き
、諸
事
業
を
発
展
さ

せ
、地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

業
界
と
な
る
よ
う
努
力
す

る
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

来
賓
の
大
河
原
聡
県
土
木

部
長
は「
近
年
、建
築
物
の
空

間
に
求
め
ら
れ
る
性
能
が
高

度
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
建

築
設
備
の
役
割
は
非
常
に
重

要
。経
験
に
よ
っ
て
培
わ
れ

た
皆
さ
ん
の
経
験
と
技
術
力

が
、建
築
物
の
機
能
充
実
や

省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、福
島
の
復
興

を
支
え
て
く
れ
る
と
期
待
し

て
い
る
」と
祝
辞
を
寄
せ
、吉

田
栄
光
県
議
会
議
長
、小
野

利
廣
県
建
設
産
業
団
体
連
合

会
長
は
、本
県
の
復
興
創
生

や
建
設
産
業
発
展
へ
の
設
備

業
界
の
活
躍
に
期
待
し
た
。

　

協
会
の
顧
問
を
務
め
る
佐

藤
憲
保
県
議
の
発
声
で
乾
杯

し
、和
や
か
に
懇
談
し
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
に
先
立
ち
、

新
春
講
演
会
を
開
き
、村
井

弘
道
県
土
木
部
建
築
担
当
次

長
が「
建
築
住
宅
の
復
興
と

建
築
設
備
断
想
」と
題
し
て

講
演
。震
災
以
降
、①
挑
戦
②

俯
瞰
③
風
通
し
の
良
い
職
場

―
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

取
り
組
ん
だ
建
築
住
宅
の
復

旧
・
復
興
施
策
を
紹
介
し
た
。

昨
年
策
定
・
改
定
し
た
県
住

生
活
基
本
計
画
、県
耐
震
改

修
促
進
計
画
、県
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
推
進
建
築
物
整
備
指
針

な
ど
に
よ
り
、高
齢
者
が
自

立
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
居
住
環
境
の
形
成
、全
国

平
均
よ
り
耐
震
化
率
が
低
い

特
定
建
築
物
を
は
じ
め
と
し

た
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
、

建
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な

ど
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

考
え
も
示
し
た
。

　

設
備
業
界
に
対
し
て
は

「
建
築
設
備
は
技
術
革
新
の

ス
ピ
ー
ド
が
著
し
い
。常
に

最
新
の
設
備
情
報
に
留
意
し

な
が
ら
、公
共
施
設
に
導
入

で
き
る
か
見
極
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、民
間
建
築
で
先
行

導
入
さ
れ
た
最
新
技
術
・
設

備
製
品
の
情
報
を
検
証
す
る

た
め
に
も
、情
報
共
有
の
場

を
大
切
に
し
た
い
」と
協
力

を
呼
び
掛
け
た
。

　

こ
の
た
び
は
青
田
電
気
商

会
の
皆
さ
ま
に
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。こ
の
３
日
間
は

学
校
生
活
で
は
体
験
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
は
不
安
で
一
杯
で
し

た
。し
か
し
初
日
に
担
当
し

て
く
だ
さ
っ
た
八
巻
さ
ん
と

木
幡
さ
ん
が
移
動
の
車
中
や

現
場
で
気
さ
く
に
話
し
か
け

て
く
だ
さ
っ
て
不
安
は
い
つ

の
間
に
か
消
え
て
い
ま
し

た
。八
巻
さ
ん
に
は
飲
み
物

や
お
菓
子
を
買
っ
て
い
た
だ

い
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。現
場
で
の
穴
掘
り
や
大

き
な
リ
ン
グ
ス
リ
ー
ブ
を
圧

着
し
た
こ
と
な
ど
も
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

２
日
目
は
板
倉
さ
ん
と
大

塚
さ
ん
が
担
当
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。小
林
建
設
会
社

の
方
々
も
作
業
し
て
い
て
正

直
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し

た
。で
も
大
塚
さ
ん
と
の
換

気
扇
の
ダ
ク
ト
の
作
業
で
は

自
分
も
役
に
立
て
て
い
る
の

か
な
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

少
し
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

建
設
業
者
の
皆
さ
ん
も
優
し

く
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

３
日
目
は
小
高
の
赤
坂
病

院
で
の
作
業
で
し
た
。担
当

し
て
く
だ
さ
っ
た
佐
藤
さ
ん

と
作
業
を
し
ま
し
た
。佐
藤

さ
ん
は
移
動
中
や
一
緒
に
作

業
し
て
い
る
と
き
で
も
気
さ

く
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ

て
作
業
も
お
話
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。ま
た
天
野
さ
ん
に

は
高
所
作
業
車
で
わ
ざ
わ
ざ

私
の
為
に
上
ま
で
昇
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。め
っ
た
に

体
験
で
き
な
い
こ
と
を
さ
せ

て
も
ら
え
た
の
で
最
終
日
と

し
て
印
象
に
残
る
１
日
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、佐
藤
さ
ん

に
教
え
て
い
た
だ
い
た「
Ｃ

Ａ
Ｄ
」は
と
て
も
就
職
に
役

立
つ
と
思
う
の
で
製
図
の
授

業
で
覚
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
曲
木
千
尋
さ
ん
と

青
田
修
子
さ
ん
に
は
毎
日
お

い
し
い
お
茶
と
コ
ー
ヒ
ー
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
得

た
も
の
を
将
来
の
進
路
に
活

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

相
双
支
部
は
29
年
12
月
５

日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日

間
、県
立
小
高
産
業
技
術
高

等
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
受
け
入
れ
た 

＝
写
真  

。

２
年
生
７
人
が
、会
員
企
業

３
社
の
下
で
現
場
実
習
な

ど
を
行
い
、
電
設
業
の
業

務
等
を
体
験
し
た
。

　

各
社
の
実
習
内
容
は
次

の
通
り
。

　

▼
旭
電
設
工
業
▽
１
日

目
／
営
業
内
容
・
安
全
作

業
に
関
す
る
説
明
、
高
所

作
業
車
の
操
作
実
演
、
各

作
業
現
場
視
察
▽
２
・
３

日
目
／
水
産
種
苗
研
復
旧

２
８
０
２
工
事
現
場
実
習

（
ヒ
ラ
メ
親
魚
棟
＝
ケ
ー
ブ

ル
ラ
ッ
ク
内
配
線
、壁
露
出

配
管
）▼
旭
電
気
工
事
▽
１

日
目
／
電
気
工
事
に
関
す
る

講
話
、現
場
見
学
▽
２
日
目

／
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
た
製
図
・

積
算
▽
３
日
目
／
現
場
用
仮

設
盤
作
成
▼
青
田
電
気
商
会

▽
１
日
目
／
金
沢
排
水
機
場

＝
入
場
教
育
・
安
全
教
育
、工

事
概
要
説
明
、埋
設
配
管
等

の
見
学
・
実
習
▽
２
・
３
日
目

／
病
院
施
設
の
電
気
設
備
見

学
・
配
電
盤
交
換
等
作
業
、Ｃ

Ａ
Ｄ
の
説
明
・
操
作

※
生
徒
の
感
想
文
を
下
段
に

掲
載
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白　　　河／ＴＥＬ（0248）27-3385㈹
須　賀　川／ＴＥＬ（0248）72-7136㈹
郡　山　西／ＴＥＬ（024）952-5455㈹
郡　山　南／ＴＥＬ（024）923-3298㈹
郡　山　北／ＴＥＬ（024）939-3081㈹
設備機材郡山／ＴＥＬ（024）927-0480㈹
会　　　津／ＴＥＬ（0242）37-2660㈹
喜　多　方／ＴＥＬ（0241）21-8585㈹
原　　　町／ＴＥＬ（0244）22-5105㈹
相　　　馬／ＴＥＬ（0244）35-1234㈹
福　島　東／ＴＥＬ（024）546-3700㈹
福　　　島／ＴＥＬ（024）553-1181㈹
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人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

将
来
の
進
路
に
活
か
す

小
高
産
業
技
術
高
校　

島　

進
一
郎

小高産業 
技術高校

電
設
業
の
仕
事
学
習

相
双
支
部
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

今
年
一
年
の
飛
躍
を
願
っ
て

乾
杯
す
る
出
席
者（
上
）と
講

演
す
る
村
井
次
長

　

私
は
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
旭
電
気
工
事
さ
ん

に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
初

日
は
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
わ

か
ら
な
く
不
安
だ
っ
た
の
で

す
が
、雰
囲
気
が
す
ご
く
良

く
て
安
心
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
は
、普
段
は
、体
験
で
き

な
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。高
所
作
業

車
に
乗
せ
て
も
ら
い
電
線
と

電
柱
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
や
、実
際
に
ブ
レ
ー

カ
ー
を
作
っ
た
り
、実
際
に

作
業
を
し
て
い
る
現
場
に
連

れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み

立
て
た
り
や
、一
か
ら
部
屋

の
間
取
り
を
紙
に
決
め
て
、

そ
の
紙
の
と
お
り
に
Ｃ
Ａ
Ｄ

で
図
面
を
描
き
、壁
や
入
り

口
を
つ
け
て
、
そ
れ
を
も
と

に
配
線
を
し
て
何
が
必
要
か

を
１
つ
１
つ
値
段
を
調
べ
て

積
算
を
し
て
、
ど
れ
ぐ
ら
い

費
用
が
か
か
る
か
計
算
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

社
長
さ
ん
と
話
し
て
い
る

と
き
に
や
っ
た
問
題
で
は
、

１
人
で
や
る
よ
り
誰
か
と
協

力
す
れ
ば
、
１
人
じ
ゃ
気
づ

か
な
い
こ
と
を
気
づ
い
た
り

な
ど
協
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
大
切
と
い
う
こ
と
も
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

授
業
や
３
年
生
の
就
職
活
動

に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。今
回
は
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。３
日
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て

実
習
で
貴
重
な
体
験

小
高
産
業
技
術
高
校　

鈴
木　

翔
大

県総合設備協会

「
必
要
と
さ
れ
る
業
界
」
に

新
年
賀
詞
交
歓
会
に
190
人　

村
井
次
長
の

新
春
講
演
も
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科
大
学
派
遣（
営
繕
課
専
門

電
気
技
師
）我
妻
徹
▽
施
設

管
理
課
専
門
電
気
技
師（
工

事
検
査
課
専
門
工
事
検
査

員
）橘
昭
一
▽
営
繕
課
専
門

電
気
技
師（
施
設
管
理
課
専

門
電
気
技
師
）阿
部
雅
彦
▽

同（
い
わ
き
建
設
事
務
所
建

築
住
宅
部
建
築
住
宅
課
専
門

電
気
技
師
）佐
藤
光
則
▽
営

繕
課
建
築
専
門
技
師（
監
査

委
員
事
務
局
普
通
会
計
監
査

課
主
任
主
査
）佐
竹
格
▽
い

わ
き
建
設
事
務
所
建
築
住
宅

部
建
築
住
宅
課
長（
営
繕
課

建
築
専
門
技
師
）大
和
田
光

将
▽
福
島
空
港
事
務
所
施
設

課
長（
同
専
門
電
気
技
師
）遠

藤
英
典

身
を
受
注
者
側
の
立
場
か
ら

説
明
す
る
と
と
も
に
、設
計

変
更
等
に
関
す
る
理
解
を
よ

り
深
め
る
狙
い
で
、工
事
請

負
契
約
約
款
の
関
係
条
項
等

を
示
し
解
説
し
て
い
る
。

　

講
習
は
現
場
代
理
人
ク
ラ

ス
の
技
術
者
が
対
象
。会
員

企
業
だ
け
で
な
く
、要
請
が

あ
れ
ば
非
会
員
企
業
・
団
体

に
対
し
て
も
講
習
を
行
っ
て

お
り
、今
回
、合
同
研
修
会
の

幹
事
を
務
め
る
福
島
電
気
工

事
管
理
技
士
会（
太
田
一
洋

会
長
）の
依
頼
を
受
け
て
講

義
し
た
。

　

研
修
会
に
は
福
島
電
気
工

事
管
理
技
士
会
と
福
島
建
築

施
工
管
理
技
士
会
、県
北
管

工
事
施
工
管
理
技
士
会（
清

野
忠
会
長
）の
会
員
計
34
人

が
出
席
。太
田
会
長
が「
研
修

を
通
じ
て
知
識
を
蓄
積
し
、

今
後
の
仕
事
に
生
か
し
て
ほ

し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

大
内
専
務
が
テ
キ
ス
ト
を
用

い
て
、設
計
変
更
の
必
要
性

や
具
体
的
な
手
続
き
方
法
、

変
更
の
際
の
注
意
点
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

県
は
、
４
月
１
日
付
の
定

期
人
事
異
動
を
行
っ
た
。

　

土
木
部
の
主
な
幹
部
級
人

事
は 〈
左
表
〉  の
通
り
。部
長

に
杉
明
彦
企
画
技
術
担
当
次

長
、技
監
に
鈴
木
良
治
都
市

担
当
次
長
、部
長
級
の
県
北

建
設
事
務
所
長
に
は
堀
田
洋

一
企
業
局
次
長
が
就
任
し

た
。

　

次
長
は
企
画
技
術
担
当
に

猪
股
慶
藏
道
路
担
当
次
長
、

道
路
担
当
に
安
田
博
道
い
わ

き
建
設
所
長
、河
川
港
湾
担

当
に
小
川
辰
壽
会
津
若
松
建

設
所
長
、都
市
担
当
に
相
澤

広
志
土
木
企
画
課
長
兼
避
難

地
域
復
興
局
土
木
企
画
担
当

課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
昇
格
し

た
。

　

本
庁
課
・
室
長
は
12
人
、出

先
建
設
事
務
所
は
８
建
設
事

務
所
の
う
ち
４
所
長
と
、特

設
の
小
名
浜
港
湾
所
長
が
異

動
。次
長
級
の
会
津
若
松
建

設
事
務
所
長
に
芦
野
英
明
河

川
計
画
課
長
、
い
わ
き
建
設

事
務
所
長
に
諏
江
勇
都
市
計

画
課
長
を
起
用
。建
築
住
宅

課
長
に
は
新
関
永
復
興
住
宅

担
当
課
長
が
就
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
関
連
人
事
は

次
の
通
り
。

　

▽
施
設
管
理
課
主
幹（
会

津
若
松
建
設
事
務
所
主
幹
兼

建
築
住
宅
部
長
）澁
谷
修
▽

営
繕
課
主
幹
兼
副
課
長（
施

設
管
理
課
主
幹
）星
剛
▽
同

主
幹
＝
双
葉
郡
広
野
町
駐
在

（
営
繕
課
副
課
長
兼
専
門
建

築
技
師
＝
双
葉
郡
広
野
町
駐

在
）渡
邉
輝
義
▽
私
学
・
法
人

課
専
門
電
気
技
師
＝
県
立
医

　

県
北
地
方
の
建
築
・
電
気

工
事
・
管
工
事
施
工
管
理
技

士
会
の
合
同
研
修
会
が
３
月

20
日
、福
島
市
の
県
建
設
業

協
会
県
北
支
部
会
館
で
開
か

れ
、当
協
会
の
大
内
厚
専
務

理
事
が
県
の
設
計
変
更
契
約

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
工
事
請
負

契
約
約
款
に
つ
い
て
講
義
し

た
。

　

当
協
会
は
、県
の
設
計
変

更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に

合
わ
せ
て
、技
術
研
修
テ
キ

ス
ト「
カ
ン
タ
ン
解
説
！
変

更
契
約
～
設
計
図
書
の
落
と

し
穴
」と「
工
事
請
負
契
約
約

款
お
よ
び
同
解
説
～
や
さ
し

い
変
更
契
約
入
門
書
～
」を

作
成
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中

 

研
修
会
で
講
義
す
る
大
内
専

務  

福島営業所　ＴＥＬ（024）553-4165
郡山営業所　ＴＥＬ（024）934-3065
いわき営業所　ＴＥＬ（0246）75-0700
楢葉営業所　ＴＥＬ（0240）23-6155

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

協会のうごき

【12月】

　８日 •平成29年度現場勉強会
　11日 •意見交換会（12/22）事前打合せ
　13日 •女性技術者　第２回技術者サロン
　14日 •第1回広報委員会
　22日 •県営繕設備担当職員、県設備設計事務所

協会との意見交換会
　28日 •仕事納め

【１月】

　５日 •仕事始め
　 •第２回正副会長・総務委員会合同会議、

新年挨拶まわり
【２月】

　２日 •総務委員会・広報委員会合同会議
　 •総合設備協会　新春講演会、新年賀詞交

換会
　６日 •会計審査業務（平成29年10月～12月分）
　13日 •会計事務所による会計審査業務

【３月】

　20日 •会計事務所による会計審査業務
　29日 •各委員会（技術・安全／広報）、正副会長・

総務委員会、第５回理事会監事会

□県土木部の主な幹部人事（新任分）

▼ 部長 杉　明彦 (次長・企画技術担当)

▼ 技監 鈴木　良治 (次長・都市担当)

▼ 政策監 玉根　吉正 (商工労働部政策監)

▼ 次長（企画技術） 猪俣　慶藏 (次長・道路担当)

▼ 次長（道路） 安田　博道 (いわき建設事務所
長)

▼ 次長（河川港湾） 小川　辰壽 (会津若松建設事務所
長)

▼ 次長（都市） 相澤　広志 (土木企画課長兼避難
地域復興局土木企画
担当課長)

▼ 土木企画課長兼避
難地域復興局土木
企画担当課長

曳地　利光 (まちづくり推進課長
兼避難地域復興局ま
ちづくり推進担当課
長)

▼ 技術管理課長 加藤　保浩 (高速道路室主幹)

▼ 建設産業室長 草野　秀夫（土木総務課主幹＝喜
多方市派遣）

▼ 建築住宅課長兼避
難地域復興局建築
住宅担当課長

新関　永 （復興住宅担当課長兼
避難復興局復興住宅
担当課長）

▼ 県北建設事務所長 堀田　洋一 (企業局次長)

▼ 会津若松建設事務
所長

芦野　英明 (河川計画課長)

▼ いわき建設事務所
長

諏江　勇 (都市計画課長)

▼ 県南建設事務所長 鈴木　秀人 (砂防課長)

▼ 小名浜港湾建設事
務所長

佐藤　敏道 (県北建設事務所主幹
兼二本松土木事務所
長)

　

㈱
オ
ー
ム
社
発
行
の
月

刊
誌「
電
気
と
工
事
」の
２

月
号
で
、
当
協
会
が
昨
年

12
月
に
開
い
た「
女
性
技

術
者　

第
２
回
技
術
者
サ

ロ
ン
」の
も
よ
う
が
紹
介

さ
れ
た
。
女
性
が
働
き
や

す
い
現
場
・
職
場
環
境
に

つ
い
て
、
女
性
だ
け
で
話

し
合
う
の
で
は
な
く
、
男

性
を
交
え
て
意
見
交
換
し

た
方
式
が
、
女
性
が
活
躍

す
る
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
む
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
評
価
さ
れ
た
。

　

サ
ロ
ン
は
、
女
性
が
活

躍
す
る
職
場
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
県
内
電

設
業
界
の
職
場
環
境
改
善

と
意
識
改
革
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
28
年
度
か
ら
開
催

し
て
い
る
。
第
２
回
サ
ロ

ン
に
は
技
術
者
、
事
務
職

な
ど
会
員
企
業
の
女
性
社

員
12
人
が
参
加
。
新
た
な

試
み
と
し
て
男
性
技
術
者

４
人
も
加
わ
っ
た
。

　
「
電
気
と
工
事
」
に
は
、

昨
年
３
月
号
で
第
１
回
サ

ロ
ン
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
今
回
は
同
誌
の

木
本
明
宏
編
集
長
が
来
県

し
、
サ
ロ
ン
の
も
よ
う
を

取
材
し
た
。
記
事
で
は
参

加
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、

生
理
な
ど
女
性
な
ら
で
は

の
悩
み
に
対
す
る
気
配
り

や
、
男
女
区
別
の
な
い

フ
ェ
ア
な
評
価
・
思
い
や

り
の
必
要
性
を
読
者
に
指

摘
。働
き
や
す
い
現
場
・
職

場
環
境
の
実
現
に
向
け

て
、
男
女
が
一
緒
に
課
題

な
ど
を
議
論
し
た
今
回
の

サ
ロ
ン
を
評
価
し
て
い

る
。

　

同
誌
の
３
月
号
で
は
、

サ
ロ
ン
に
も
参
加
し
た
高

柳
電
設
工
業
の
本
田
理
奈

さ
ん
が
表
紙
を
飾
っ
て
い

る
。

男
女
で
の
議
論
を
評
価

女
性
技
術
者
サ
ロ
ン
紹
介

次
長
４
人
、所
長
５
人
が
異
動

県土木部人事

部
長
・
杉
氏
、技
監
・
鈴
木
氏

協
会
テ
キ
ス
ト
で
講
義

設
計
変
更
契
約

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　

県
北
３
技
士
会
研
修

電気と工事 
２　月　号
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先
日
、名
古
屋
か
ら
友
人

が
来
た
。「
何
か
地
元
で
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
美
味
し
い
も

の
が
食
べ
た
い
！
」
と
い
う

の
で
、白
河
ラ
ー
メ
ン
を
食

べ
に
連
れ
て
っ
た
。

　

某
有
名
な
〇
〇
食
堂
は
、

開
店
時
間
か
ら
長
蛇
の
列
、

長
い
時
は
１
時
間
半
ほ
ど
並

ぶ
。こ
の
日
は
、閉
店
間
際
に

行
っ
た
ら
、
運
よ

く
並
ば
ず
に
入

れ
た
。
透
き
通
っ

た
ダ
シ
の
利
い

た
ス
ー
プ
に
、
太

め
の
縮
れ
麺
。

ス
ー
プ
が
よ
く
絡
ま
る
麺
を

す
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
幸
せ

な
気
分
に
な
る
。
友
人
も

ス
ー
プ
を
１
滴
た
り
と
も
残

ら
ず
平
ら
げ
た
。

　

白
河
ラ
ー
メ
ン
の
特
徴

は
、
モ
チ
モ
チ
縮
れ
麺
。
白

河
に
は
、
１
０
０
軒
ほ
ど
の

ラ
ー
メ
ン
屋
が
あ
る
と
い
う

が
、全
部
制
覇
す
る
に
は
時

間
が
か
か
り
そ
う
だ
。白
河

に
ラ
ー
メ
ン
マ
ッ
プ 

＝
写
真

＝  

を
見
な
が
ら
食
べ
歩
き
し

よ
う
と
思
う（
東
陽
電
気
工

事
㈱
・
石
川
格
子
）。

　

先
日
、喜
べ
な
い
ニ
ュ
ー

ス
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。「
福
島
県
民
メ
タ
ボ
率

悪
化
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
３

位
」。

　

メ
タ
ボ（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）と
は
、内
蔵

肥
満
に
高
血
圧
、脂
高
血
糖

な
ど
が
合
わ
さ
っ
た
状
態
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。全
国
最

下
位
は
沖
縄
県
、次
い
で
宮

城
県
、福
島
県
と
続
き
ま
す
。

震
災
し
た
地
域
で
は
、原
発

事
故
後
の
避
難
生
活
に
伴
う

生
活
習
慣
の
変
化
が
一
因
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
は
歓
送
迎
会
、花
見
と

お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る

こ
の
時
期
、思
い
切
っ
て
運

動
を
始
め
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、県
民
に
運

動
を
促
す
取
り
組
み
と
し

て
、「
健
民
ア
プ
リ
」を
導
入

し
ま
し
た
。健
民
ア
プ
リ
に

は
、筋
ト
レ
編
か
ら
燃
焼（
発

散
系
）系
ま
で
、音
楽
に
合
わ

せ
て
運
動
が
で
き
る
も
の
が

あ
り
、楽
し
み
な
が
ら
運
動

が
で
き
る
の
で
継
続
し
て
続

け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
も
メ
タ
ボ
率
改
善
に

向
け
て
、運
動
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
（
㈱
富
士
工
業

商
会
・
中
島
淑
弘
）

　

現
代
社
会
で
、電
気
は
快

適
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
、太
陽
光
発
電
や
電
気

自
動
車
の
よ
う
な
新
し
い
電

気
の
需
要
が
増
加
し
て
お

り
、電
気
産
業
の
未
来
は
明

る
い
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、建
設
業
に
就
業

す
る
人
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、全
産
業

の
平
均
と
比
べ
高
齢
者
の
割

合
が
高
く
、若
年
層
の
割
合

が
低
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

一
刻
も
早
い
若
手
の
育
成
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
や
電
気
設
備
業
と

言
え
ば
、男
性
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
で
す
が
、労
働
力
不

足
解
消
に
向
け
て
、女
性
技

術
者
・
就
業
者
が
貴
重
な
戦

力
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。女
性
が
活
躍
で
き
る
職

場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、

女
性
技
術
者
の
座
談
会
等
の

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
何
度
か
参
加
し
て
、

女
性
技
術
者
の
貴
重
な
お
話

を
聞
き
、共
感
や
普
段
は
で

き
な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

一
番
感
じ
た
の
は「
女
性
電

気
工
事
士
っ
て
か
っ
こ
い
い

な
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。こ

の
よ
う
な
会
に
参
加
す
る
人

が
増
え
て
、
か
っ
こ
よ
さ
が

伝
わ
れ
ば
、女
性
電
気
工
事

士
に
憧
れ
て
、電
設
業
界
に

女
性
が
増
え
る
日
が
来
る
と

思
い
ま
す
。女
性
電
気
屋
さ

ん
が
当
た
り
前
と
な
る
社
会

が
楽
し
み
で
す（
高
柳
電
設

工
業
㈱
・
本
田
理
奈
）。

　
「
パ
ピ
ー
教
室
」（
子
犬
の

幼
稚
園
）へ
の
私
の
認
識
の

違
い
は
、子
犬
が
勉
強
す
る

所
で
は
な
く
、飼
い
主
が
、子

犬
の
し
つ
け
方
を
勉
強
す
る

場
所
で
あ
り
、先
生
が「
し
ょ

う
ち
ゃ
ん
」を
良
い
子
に
し

て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、自

分
が
率
先
し
て
学
ん
で
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の

で
す
。

　

レ
ッ
ス
ン
の
内
容
は
①
甘

噛
み
の
予
防
法
②
ハ
ン
ド
リ

ン
グ（
落
ち
着
か
せ
る
、体
中

触
る
）③
排
泄
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
④
い
た
ず
ら
対
策
⑤
社
会

化
⑥
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
⑦
カ

ラ
ー
と
リ
ー
ド
の
管
理
⑧
食

事
管
理
と
ク
レ
ー
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
し
た
。

　

甘
噛
み
の
対
処
法
は
、
お

も
ち
ゃ
を
使
っ
て
十
分
遊
ん

で
あ
げ
て
、手
な
ど
を
咬
ん

だ
ら「
あ
っ
」と
言
っ
て
遊
び

を
中
断
し
、
お
も
ち
ゃ
を
回

収
し
て
部
屋
の
外
に
出
る

（
咬
ん
だ
ら
遊
ん
で
も
ら
え

な
い
）を
繰
り
返
す
こ
と
で

し
た
。ま
た
、他
の
犬
と
遊
ぶ

機
会
を
つ
く
る（
咬
み
つ
き

の
抑
制
や
加
減
を
学
ぶ
）と

い
う
こ
と
で
、家
に
帰
っ
て

か
ら
も
何
回
も
行
い
、週
に

一
度
は
他
の
犬
と
遊
ば
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

犬
は
生
後
半
年
が
、性
格

形
成
や
し
つ
け
に
非
常
に
大

切
な
時
期
で
、親
兄
弟
と
す

ぐ
に
離
さ
れ
た
り
、
た
く
さ

ん
遊
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
が
、犬
の
一
生

を
左
右
す
る
そ
う
で
す（
旭

電
気
工
事
㈱
・
渡
部
昌
彦
）。

　

月
刊
誌「
電
気
と
工
事
」の

本
年
３
月
号
で
は
、高
柳
電

設
工
業
株
式
会
社
の
本
田
理

奈
さ
ん
が
表
紙
を
飾
っ
て
い

る
。こ
れ
は
、本
協
会
で
昨
年

よ
り
行
っ
て
い
る「
女
性
技

術
者
サ
ロ
ン
」が
全
国
で
も

注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と

や
、全
日
電
工
連
主
催「
全
国

女
性
電
工
座
談
会
」で
の
彼

女
の
活
躍
が
注
目
を
集
め
た

こ
と
か
ら
で
あ
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、缶
コ
ー

ヒ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
新
作
Ｃ

Ｍ
が
注
目
だ
。「
世
界
は
誰
か

の
仕
事
で
で
き
て
い
る
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
工
事
を
行
な
っ
た

電
気
工
事
士
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
作
品
な
ど
、業
界
に

関
連
し
た
作
品
も
多
く
あ
っ

た
。今
回
の
新
作
は
建
設
現

場
で
働
く
女
性
現
場
管
理
者

の
成
長
が
テ
ー
マ
。約
30
秒

の
Ｃ
Ｍ
の
中
で
頼
り
な
か
っ

た
女
性
新
人
社
員
が
主
任
と

な
り「
仕
事
の
で
き
る
女
性
」

へ
の
成
長
を
描
い
た
見
事
な

作
品
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
、建
設
業
に
お
け

る
女
性
の
活
躍
を
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
時
代
の
流
れ
に

の
り
、女
性
が
活
躍
で
き
る

明
る
い
業
界
へ
と
発
展
す
る

こ
と
を
切
に
願
う（
㈱
電
工

社
・
作
田
謙
太
郎
）。

　

還
暦
も
半
ば
を
過
ぎ
る

と
、
若
い
人
と
の
会
話（
雑

談
）に「
苦
言
」を
呈
す
る
と

言
う
か
、先
輩
と
し
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
機
会
が
あ

る
。

　

あ
く
ま
で
も
自
前
の
座
右

の
銘
で
あ
る
が
、年
代
ご
と

の
生
き
方
の
姿
勢
と
し
て
、

こ
う
思
っ
て
い
る
。

　
「
20
代
は
汗
を
か
け
」

　
「
30
代
は
知
恵
を
使
え
」

　
「
40
代
は
人
を
使
え
」

　
「
50
代
は
金
を
使
え
」

　
「
60
代
は
心
を
使
え
」

　

す
な
わ
ち
、
20
代
に
は
一

心
不
乱
に
体
力
の
続
く
限
り

働
い
て
基
本
基
礎
を
身
に
付

け
、
こ
の
経
験
か
ら
30
代
は

知
恵
・
人
脈
で
商
売
や
人
生

の
組
み
立
て
を
す
る
。
40
代

は
人
を
、人
脈
を
使
っ
た
発

展
と
進
化
を
し
て
、
50
代
に

投
資
を
し
て
商
売
に
も
生
き

方
に
も
安
定
し
た
環
境
を
確

立
し
て
い
く
こ
と
に
心
掛

け
、
60
代
に
は
心
優
し
い
人

と
し
て
生
き
て
い
く
、
そ
ん

な
人
生
で
あ
り
た
い
ね
。

　

最
後
に
、生
ま
れ
て
10
才

ま
で
、母
の
親
の
兄
弟
に
甘

え
愛
を
享
受
し
て
、
10
代
は

ひ
た
す
ら
学
べ
、
70
代
は
健

康
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え

て
お
き
ま
す
。

　

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

り
ま
す
。合
掌（
三
浦
電
気
工

事
㈱
・
三
浦
光
博
）。

会

員

の

声

福

島

支

部

郡

山

支

部

白

河

支

部

相

双

支

部

会

津

支

部

い
わ
き
支
部

女
性
電
気
屋
さ
ん
が 

当
た
り
前
と
な
る
社
会

女
性
が
活
躍

で
き
る
業
界

白
河
ラ
ー
メ
ン

20
代
は
汗
を
か
け

パ
ピ
ー
教
室
そ
の
２

メ
タ
ボ
改
善
へ

　

２
０
１
８
年
、戊
辰
の
役

終
結
１
５
０
周
年
を
迎
え
た

会
津
は
、「
義
の
思
い
、
つ
な

げ
未
来
へ
―
。」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
そ
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
〝
義
に
死
す
と
も
不
義
に

は
死
な
ず
〟。会
津
武
士
の
愚

直
と
も
言
え
る
高
潔
な
心

（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）は
、今
も
こ
の
地

に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
。「
前
の
戦
争
と
は
戊
辰
戦

争
だ
！
」
と
言
う
会
津
人
は

少
な
く
な
い
。会
津
武
士
の

義
を
賭
し
た
戦
い
は
、輓
近

（
ば
ん
き
ん
）を
生
き
る
我
々

の
気
概
で
も
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
40
～
80
年
後
の

明
治
の
後
半
～
昭
和
の
前
半

に
は
、激
戦
地
を
戦
い
抜
い

た
勇
武
絶
倫
な
る
陸
軍
歩
兵

連
隊
が
若
松
に
存
在
し
た
。

こ
の
地
の
歴
史
的
・
景
観
的
・

精
神
的
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
、

国
指
定
史
跡
で
も
あ
る
鶴
ヶ

城
址
天
守
閣
を
中
心
と
し
た

エ
リ
ア
の
約
１
０
０
０
本
の

桜
は
、当
時
の
連
隊
誘
致
を

記
念
し
、植
樹
さ
れ
た
。

　

こ
の
季
節
、
さ
く
ら
色
に

染
ま
る
城
址
公
園
は
平
和
の

象
徴
で
も
あ
り
、先
人
達
が

未
来
の
我
々
へ
残
し
た
熱
き

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。そ

の
思
い
に
触
れ
る
た
び
、胸

を
焦
が
す
。４
月
６
日
か
ら

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
始
ま
っ

た
。
皆
さ
ん
、
会
津
に「
お
あ

い
な
は
ん
し
ょ
」（
広
報
委

員
・
目
黒
健
之
）。


